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概 要

前回、大阪府泉大津市の汐見公園から上位蜃気楼の一種である四角く変形した太陽を撮影したこと

を報告した。その後、今年４月に大阪湾で蜃気楼を見たと一般の方から連絡があり、撮影した写真もい

ただいた。そこで、その蜃気楼の様子、当日の気象状態、この日以降の様子について報告する。

１． ２００９年４月１８日の蜃気楼

今回大阪湾で蜃気楼を撮影したのは、「をかしの庭

（http://walkandsee.blog80.fc2.com/）」というブログを

書いているＳｈｉｎ ’ｓ氏で、蜃気楼の写真をブログに掲

載するとともに、大阪で蜃気楼ということで私に連絡を

いただいた。

撮影場所は大阪南港野鳥園（大阪市住之江区）の

展望塔で、神戸空港連絡橋等が蜃気楼化しているの

を見つけ撮影したという。野鳥園から神戸空港までの

距離は約１６ｋｍ、明石海峡大橋までは約３４ｋｍである。

撮影した写真では、神戸空港全体が上方に伸び、ア

ーチを描いている神戸空港連絡橋は両サイドが持ち

大阪湾で見られた蜃気楼 （撮影：Ｓｈｉｎ’ｓ氏）

１・３枚目：２００９年４月１８日の蜃気楼（１４：５５～１５：０１） ２・４枚目：実景（２００９年４月１９日）



上がったため橋全体は平坦な形に見えている。また、

明石海峡大橋のケーブルも実景と比べると低い部分

が持ち上がっていた。さらにＳｈｉｎ’ｓ氏の話によると、紀

淡海峡方面も船が変形していたとのことである（写真は

無し）。

２．２００９年４月１８日の気象状態

前回、汐見公園から夕陽が四角く変形したメカニズ

ムとして、淡路島を通過して大阪湾に流れ込む風が暖

気層を形成するのではないかと仮説を立てた。今回、

この蜃気楼が出現した日および他の日について、大

阪湾周辺のアメダスの測定データを調べてみた。その

結果、蜃気楼が出現した日だけでなく、４月１８日以降

に野鳥園から蜃気楼が出現しなかった日においても、

淡路島の郡家アメダスでは９時半頃から１６時頃まで

瀬戸内海から島内へ向かう風が吹いていることがわか

った。

蜃気楼が出現したかどうかで違いが見られたのは、

友ヶ島アメダスの風向で、蜃気楼が出現しなかった日

には１３時頃から大阪湾へ強い風が流れ込んでいるの

に対し、蜃気楼が出現した日には１６時頃まで大阪湾

にはほとんど風が流れ込んでいなかった。このことが蜃

気楼の出現に大きく影響しているのかどうかは更に調

査が必要であるが、紀淡海峡からの風の流入がないこ

とにより大阪湾内は穏やかな状態にあり、そこに淡路

島を通過した暖気が流れ込むことにより、下冷上暖の

空気層ができた可能性が考えられる。

３．４月１８日以降の大阪湾での状況

Ｓｈｉｎ’ｓ氏の話によると、翌日の４月１９日にも同じ野

鳥園から景色の変形が見られたり、野鳥園以外でも大

阪府内から景色の変形をみたことはあるとのことであっ

た。ただ、いずれも「蜃気楼」といえるレベルの変形で

はなかったようである。

その後、４月３０日・５月１日・５月９日に野鳥園およ

び汐見公園から観測を行なった。その結果、野鳥園か

らは４月３０日と５月１日にはほとんど変形は見られなか

ったが、５月９日には神戸空港連絡橋の一部が太くな

ったり、神戸空港が少し厚みを増す、明石海峡大橋の

ケーブル上部が複雑な形になるなど、「蜃気楼」とまで

は言えないが、いろいろと変形が見られた。また、汐見

公園からは太陽が沈むのを見ることができなかったが、

４月３０日と５月９日に明石海峡大橋のケーブルが少し

変形しているのが撮影された。

これらのことから、大阪湾においても景色の若干の

変形はたびたび起きており、時には変形が大きくなり

蜃気楼となっているのではないかと思われる。


